
【令和６年度 公共事業評価監視委員会】

令和７年２月４日
建設部 道路整備課

都市計画道路東高木木角線街路整備事業
（再評価）
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事業の概要（位置図）

2

起点側
(高木瀬西三丁目)終点側

(高木瀬西三丁目)

主
要
地
方
道

佐
賀
川
久
保
鳥
栖
線

県
道

鍋
島
停
車
場
東
山
田
線

文

文

文

北陵高校 城北中学校

若楠小学校
鍋島一丁目

高木瀬東二丁目

国立病院機構
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位 置 図

佐賀大学医学部
附属病院

都市計画道路東高木木角線
(事業区間、市道植木橋木角線ともに事業期間は令和7年度まで）

※事業期間延伸の可能性あり



事業の概要
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事業概要

● 路線名 ：都市計画道路東高木木角線

● 起・終点：佐賀市高木瀬西三丁目

● 延 長 ：２６５ｍ

● 幅 員 ：１２.０m(両歩道）

●全体事業費：４.８億円

● 事業期間 ：令和元年度 ～ 令和７年度

（事業期間延伸の可能性あり）

● 事業内容 ：改良工 L=２６５ｍ

用地買収 １,１４０㎡ ，物件補償 ３３件



事業の概要（道路幅員）
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事業の必要性（１）
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●通学路の安全確保

暫定的な歩道が片側のみ整備されている。

南側を通行する自転車等も見られ、朝夕の通勤通学時は、車と歩行
者・自転車が輻輳して危険な状況となっている。

通学路：若楠小学校、城北中学校、北陵高校

マウントアップの歩道(W=1.5m) 終点側（歩道未整備区間）



事業の必要性（２）
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●救急搬送時の時間短縮

市道植木橋木角線（整備中）と一体的に整備することで、
高次医療機関である佐賀大学医学部附属病院への救急搬送
時は安全でスムーズな通行が確保される。

佐賀大学医学部
附属病院

幅員12ｍ
道路幅員
8ｍ→12ｍ

国立病院機構
佐賀病院

(第二次緊急輸送路)



事業の進捗状況（１）
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事業の進捗状況（２）
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事業の進捗状況（３）
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事業の進捗状況（４）
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●工事進捗の見込み

令和６年度末で86.5％の進捗見込み。
来年度は残り区間の工事に着手する。

●他事業との関連

本事業西側で整備中の市道植木橋木角線道路整備事業についても
令和７年度までの事業期間である。
一体的に整備を継続し、早期完成を目指す。

令　和 令　和 令　和 令　和 令　和 令　和 令　和
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

事 業 費
(百万円)

累積事業費
(百万円)

進 捗 率
(事業費ベース)

（％）

測量設計 測量設計 補償調査 用地買収 用地買収 用地買収 改良工

工事内容 地質調査 用地買収 物件補償 物件補償 物件補償

物件補償 家屋調査 改良工 改良工

35.030.0 34.0 44.0 94.0 178.0

480.0

100.0

65.0

380.0

79.2

415.0

86.5

30.0

6.3 13.3

64.0 108.0

22.5 42.1

202.0



事業のコスト縮減
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●建設発生土の有効利用

建設発生土の受入れ状況を随時確認し、極力残土として処分
する量を減らす。

なお、本事業で発生した土砂は、一部文化財施設整備のため
の造成盛土材に活用している。

盛土材として適した土質であるため、積極的に受入れてもら
うよう建設発生土情報を漏れなく※システムに入力する。

【見込み】発生土全量(936m3)を市内他現場へ流用した場合
事業全体のコスト縮減効果は約640万円

※佐賀市統合型地理情報システム(GIS)

（約6,800円/m3の縮減）


